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　深秋の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　いつも応援いただき、ありがとうございます。
　過日、安倍元総理の国葬儀が厳粛に執り行われました。賛否両論の中では
ございましたが、一般献花の列に並び、数々のご功績とありし日の優しいお姿
を偲びながら、献花し、静かにご冥福をお祈りしました。
　これから寒さが厳しくなり、2020年から続くコロナ禍に加え、インフルエン
ザの流行が懸念されます。新型コロナウイルスオミクロン株対応ワクチンおよ
びインフルエンザワクチンの接種と合わせて、今後も引き続き、必要に応じた
マスク着用、うがい、手指消毒を十分にお願い申し上げます。

　さて、三日月大造県政三期目がスタートし、
「ひとの健康」「社会・経済の健康」「自然の
健康」とそれらを支える「ひとづくり」「基盤づ
くり」の5本柱で、「健康しが」をさらに進める
ため、「げん気でよう働く」村上げんようも共に
頑張る所存でございます。
　今後ともご支援、ご鞭撻を賜りますよう、お
願い申し上げます。

活 動 報 告 〜魅力ある地域づくり “心”と“身体”の『健康』を目指す〜
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　日本国内に生息するクマは、ヒグマと
ツキノワグマの2種類いますが、ヒグマは

北海道だけにしか生息していませんので、今回の質問
でのクマは全てツキノワグマを指します。
　滋賀県内のクマの生息地域は主に県北部の2地域
で、米原市、長浜市の北東部と高島市、大津市の北西
部です。北東部は白山・奥美濃地域個体群で、120頭か
ら327頭、また、北西部では北近畿東部地域個体群で、
62頭から140頭が生息していると推定されています。
しかし、甲賀市が位置する県南部地域は、本来の生息
地ではないと考えられます。
　近年の滋賀県におけるクマの出没状況は、令和元年
度が118件、令和2年度が105件、令和3年度が55件
となっており、人身被害は平成26年に3件、27年に2
件、令和元年には2件の重軽傷が発生しているところ
です。
　滋賀県の令和4年度までを期間とする現行の「第3次
ツキノワグマ特定計画」では、保護計画で、地域個体群
の安定維持、人身被害、生活環境被害の回避および林
業被害の減少を目的とし、狩猟は自粛となっています。
　昨年の12月12日に、滋賀県甲賀市信楽町に隣接す
る京都府和束町においてクマの錯誤捕獲があり、同町
内において放獣されたという事案が発生しました。この
場所は、クマは生息していないと考えられている甲賀
市の直近の和束町の森林で、イノシシ捕獲用に仕掛け
られた罠に体長１メートルほどのクマが捕獲され、数日
後に捕獲された同じ場所で放獣されました。この場所か
ら2キロメートルほどに、甲賀市の小学校があります。
　令和３年の環境省、クマ類の出没対応マニュアルで
は、放獣の仕方について、「放獣地の地権者、近隣集落
等の代表者、周辺自治体と協議の上、事前に放獣場所
を決定しておく必要がある」とあります。しかし、周辺自
治体である甲賀市には、連絡も協議もなされませんで
した。

令和3年12月12日に京都府の和束町において
錯誤捕獲されたクマが放獣されたが、県に事

前に連絡はあったのか。また、放獣は、適切な対応で
あったのか伺う。

琵琶湖環境部長　令和3年12月14日、和束町
で捕獲された事案を新聞報道で把握し、その

後、京都府に対し随時、対応状況を確認いたしますとと
もに、対応方針が決まり次第連絡いただくようお願い
しておりましたが、12月17日に放獣され、同日、事後
連絡を受けました。
　放獣につきましては、今回は本県へ事前連絡がな
かったことから、今後は対応方針が決まり次第連絡い
ただくよう改めて強くお願いをしたところでござい
ます。

滋賀県と京都府南部県境の地に、いつ、どこか
らきたと考えられるか。また、この地域でのク

マの出没について、どのように考えているか伺う。
琵琶湖環境部長　京都府が実施したDNA分析
の結果では、北近畿東部地域個体群の遺伝的要

素が強い個体であったとされているものの、いつ、どこ
からきたのかを明らかにすることは科学的に難しいと
思われます。
　クマが普段出没することがないことから、住民の皆

様は大変な不安と恐怖をお感じのことと思われ、今回
の事案を大変重く受け止めております。

DNA分析の結果について、いつ、どこから
来たものかわからないのであれば、追加

の遺伝子検査をするべきではないか。
琵琶湖環境部長　京都府のほうでDNA情報を
持っておりますので、改めて京都府に対しまし

て、より詳細な考察ができるかどうか確認させていた
だきたいと思います。

今回の事案に対し、県はどのように対応してい
るのか伺う。
琵琶湖環境部長　12月14日に甲賀市に対しま
して対応マニュアルや注意喚起チラシの提供等

を行いました。12月21日に滋賀県・京都府・甲賀市の
3者で情報交換会を行いました。1月に甲賀市からの
要請を受けまして、本県および京都府の関係自治体で
円滑かつ緊密に情報共有ができるよう働きかけを行
いまして、放獣後の個体の情報を共有しております。4
月21日に県・甲賀市・警察の3者で出没した場合に備
えた打ち合わせ会を行い、緊急時などには連携・協力
して地域住民の安全を確保していくことを確認いたし
ました。
　甲賀市と協力いたしまして、地区別に住民の皆様に
対する説明会を開催しているところでございます。

クマの出没に関し、過去の警察の出動件数と内
容を伺う。
警察本部長　出動件数は、令和元年77件、令和
2年54件、令和3年22件、令和4年7月末時点で

8件でございます。内容としましては、出没地付近での
警察車両による警戒活動や広報啓発を実施しておりま
す。

クマの出没を認知した場合の警察の対応につ
いて、緊急対応を含め、伺う。
警察本部長　関係自治体等と連携して、住民に
注意喚起するための広報活動や、クマの接近を

阻止しつつ住民の安全を確保するための警戒活動、必
要に応じ、住民に対する避難誘導等に当たることとし
ております。
　人に危害を加える具体的な危険が生じた場合には、
警察官職務執行法に基づき、猟銃で駆除する能力のあ
るハンターの方に射撃による駆除を命ずることとして
おります。

いざと言うときに猟師に撃ってもらうとあ
るが、警察が持っている拳銃を使ってクマ

に向かって発砲ができるのか伺う。
警察本部長　拳銃での駆除というのは一般的
には難しい、困難なものでございます。周囲の

安全を確保しつつ、クマの駆除を的確に行うためには、
クマの習性への習熟や、猟銃等の取扱いに係る専門
的な技術・経験が必要となるものでございます。

府県境付近では、地域個体群ごとに特定計画を
考える必要があると思うが、今後、どのような対

応を考えているか。

琵琶湖環境部長　滋賀県ツキノワグマ第一種
特定鳥獣保護計画におきましても、地域個体群

ごとに生息頭数を推定いたしまして保護の施策を講じ
ているところでございます。今年度の改定にあたりま
しては、地域のお声もしっかりお聴きした上で、検討会
や審議会の中で、保護計画と管理計画のどちらが望ま
しいかについても幅広く議論をお願いしてまいりたい
と存じます。その結果を踏まえまして、地域個体群を
共有する府県とも協議し、次期計画を策定してまいり
たいと考えております。

今回の事案を踏まえ、知事はどのような取組を
考えているのか伺う。
知事　現状でも、農地を含む集落にクマが出没
し、人身被害を発生させるおそれが高く緊急性

があると判断される場合には、殺処分を行うことがで
きます。また、イノシシなどを捕獲するための罠にク
マが錯誤捕獲された場合は、原則として放獣すること
になっておりますが、人身被害が発生するおそれがあ
るときは、状況に応じて捕殺できるようにすることを、
今年度の計画改定と併せて検討してまいりたいと存
じます。

甲賀市は本来のクマの生息地ではないこ
とから、甲賀市全域からクマを排除してい

ただきたいと考えているがどうか。
知事　山中に生息するクマについては、被害防
止の目的での捕獲許可をすることはできないと

いうことになっております。今後とも、人の安全を最優
先にしたいと思います。そのために、様々な方々と連携
しながら、対応していきたいと思います。自然の動物と
の暮らし方などについても、もう一歩踏み込んだ、単な
る排除ではなく、その個体群からどうやってきている
のかという調査を環境省や近隣府県としっかりやるこ
とは必要だと思います。

自然や野生動物を大事にするということは
よくわかるが、本来クマがいない地域に来

た猛獣であるということで、もとの安全な状態の自然
に戻していただきたいがどうか。

知事　まず、そういうお気持ちの方が御地元の
甲賀市内にたくさんおられるということは、しっ

かりと受け止めて必要な議論や検討はしていきたいと
思います。我々も自然に対してある程度謙虚な気持ち
を持ちながら、先般御議論いただいたサルの問題しか
り、野生の動物との暮らし方というのは、もう一段高い
知恵なり、見識なりを持って対応していくことも、必要
なのではないかと思います。
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本来の生息地でない地域でのクマ出没対応について本来の生息地でない地域でのクマ出没対応について

一 般 質 問 7月定例会議（令和4年8月3日）

〜魅力ある地域づくり “心”と“身体”の『健康』を目指す〜

詳しい内容については、滋賀県のホームページ
をご参照ください。


